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本日の流れ

・ 探究ってなに？

・ 理数探究の授業では何をやるの？

・ 研究テーマを考えるポイント

　～休憩、各クラスに戻る～

・ 理数探究基礎の振り返り、今後に向けて



探究ってなに？

探究は日常生活にあふれている！！

もっと勉強で
きるようにな
りたい・・・

もっと上達
したい・・・

もっとおいしく
作りたい・・・



勉強で・・・

もっと勉強で
きるようにな
りたい・・・

・ 5回書けば覚えられるかも？

・ 音読をすれば覚えられるかも？

・ 問題集を3周すれば解けるようになるかも？



もっと上達
したい・・・

部活動で・・・

・ 準備を入念に行うと上達しやすいかも？

・ 朝練のメニューを変えたら良いかも？

・ フォームを変えたらよくなるかも？



もっとおいしく
作りたい・・・

料理で・・・

・ 焼く時間を長くしたら良いかも？

・ 調味料の配分を変えたらおいしくなるかも？

・ 食材を変えてみようかな？



もっとおいしく
作りたい・・・

探究は日常にあふれている！

日常生活の中でも、仮説を立てて、試して（実験）、結果を

考察している！

→自分だけでなく、誰にとっても価値ある情報になるた　　 

めにはどうしたらよいだろう・・・？

〇〇したらおいしくなる



理数探究の授業では何をやるの？

授業の目標

誰にとっても価値のある知識・情報を発見・発信すること

（自分だけが知っていて、自分だけに役立つものでなく）

１年生 ２年生 ３年生

ミニ
探究

テーマ
チーム
決め

探究
中間報
告あり

最終
報告

論文作成



２年生の理数探究の流れ

４月～５月 探究の基本の習得、１年生の復習

６月～７月 チーム結成、計画書作成

８月～10月 チームで課題研究（前半）

11月 中間報告

12月～１月 チームで課題研究（後半）

２月～３月 成果発表準備、成果発表会

→３年生では、２年生の成果をもとに各自で論文作成



探究マスタールーブリック

探究を通して身につけて欲しい力をまとめました。



探究マスタールーブリック

身につけて
欲しい力

具体例
チェック
ポイント



探究マスタールーブリック

知識・技能

　

思考力・判断力・表現力

主体的に学習に取り組む態度

課題設定力 科学的分析力 情報活用力

科学的思考力 グローバル発信力

イノベーション創造力

立志・遂行力 知的探究力 協働力



A①　課題設定能力

研究テーマについて、適切な仮説や研究計画を立てる力

問題を見つける

仮説を立てる

調べ方を考える

根拠を集める

計画を立てる

２年生（レベル３）のゴール

・研究テーマについて仮説と　

の関連を明確にすることが   　

できる。

・限られた時間と資源の中で　

実現可能な研究計画を立て　

進めることができる。



B②　グローバル発信力

研究成果や成果について国際性をもってわかりやすく表

現する力

伝わる話し方をする

図やスライドで説明する

科学をわかりやすく表す

外国語の話者に伝える

相手の立場で話す

２年生（レベル３）のゴール

・日本語を用いて、研究内容　

をプレゼンテーションやポ　

スターにまとめることがで　

きる。



C③　協働力

リーダーシップを発揮して、様々な他者、外部機関と協働

する力

目標を共有する

チームで協力する

協力してつくる

地域や外部とつながる

意見をまとめる

２年生（レベル３）のゴール

・友達や先生などの周囲の人々　

や、必要な情報を得るために　

ふさわしい外部の人々と議論　

しながら積極的に連携し、研　

究を進めることができる。



授業に準備するもの

① Chromebookなど各自の端末

② 理数探究基礎の教科書

③ 探究で使用する道具など

④ 筆記用具



成績評価について

理数探究も５段階の評定がつきます。

① 授業内で行うワークや振り返りなどの提出物

② 確認テスト

③ 研究計画書

④ 研究発表

欠席してしまったときは必ず
先生や友達に確認し、各自で
取り組んで提出すること！



研究テーマを考えるポイント

研究テーマを考えるためのキーワード

「定義づけ」　×　「定量化」　×　「再現性」

定義づけ：使う言葉や調べることをはっきりさせる

定量化：数を使って客観的に比較できるようにする

再現性：誰でも同じようにできて、誰がやっても同　　　　
じ結果になるようにする



勉強を例に・・・

仮説「音読は英単語の記憶に効果がある」

ある英単語テストの範囲について、音読を３日間、毎日３

周ずつ行った群と行わなかった群で、英単語テストの得点

を比較する

記憶＝「英単語テストの得点」・・・定義づけ

英単語テストの得点・・・定量化

毎日３周ずつの音読・・・再現性



音読なし群　音読あり群

勉強を例に・・・

平均点が異なる！
音読に効果あり？
→統計的に確かめ　
ます！



部活動を例に・・・

仮説「適度な休憩は上達に効果的である」

１週間の練習の中に30分ごとの10分間休憩を取り入れ

た群と取り入れなかった群で、１週間後の〇〇の成功率を

比較する

上達＝「〇〇の成功率」・・・定義づけ

〇〇の成功率・・・定量化

30分ごとの10分間休憩・・・再現性



料理を例に・・・

仮説「煮込む時間を長くするとおいしくなる」

30分煮込んだ料理と１時間煮込んだ料理を多数の評価者

に食べてもらい、それぞれ10点満点で評価してもらった

得点を比較する

おいしさ＝「食べた人による評価」・・・定義づけ

食べた人による10段階の得点評価・・・定量化

煮込む時間を30分から1時間に変更・・・再現性



テーマ設定について

① 自分の興味があることを突き詰める。

　　「定義づけ」「定量化」「再現性」の視点は絶対！分野は　　　

理系に限らなくてOK。

② 多摩区の探究をさらに深める。

③ チームメンバーに合わせ、協力する。

理科室・サイエンスラボを使うのOK、外部と連携するのも

OK。



クラスに戻ってワークに取り組みます

① 理数探究基礎のミニ探究の仮説について、「定義づけ」　　

「定量化」「再現性」をどのように設定していただろう？　　

何が足りなかっただろう？

② ミニ探究の仮説について、改めて「定義づけ」「定量化」　　

「再現性」の視点を踏まえ、研究計画を立ててみよう！

③ 理数探究で取り組みたいテーマをざっくり考えよう！

→提出期限：４月13日 朝SHR 提出方法は担任から連絡


